













































Early Stage and School Attendance Support to Foreign Children:


















































































































































































































































































































































































































































































る。70 ～ 80％は中国に帰ると思う。20 ～ 30％
で迷っているのは、Ｙ君は日本で暮らしたい。中
国に帰りたくない。Ｙ君の気持ちも尊重してあげ
たい。夫婦ともに中国に帰っていないので、中国
が今どんな状態かわからない。１年に１回、１か
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月お正月に帰る程度である。（2015年10月29日：
筆者の面談時のメモ）
Ｙ君の母親の話から、70 ～ 80％の可能性で中国
に帰ることを考えているが、20 ～ 30％は、Ｙ君が
日本で暮らしたいと希望していることから引き続き
日本で生活することも考えていることが分かる。Ｙ
君が日本の小学校に入学した時に、日本語の習得状
況から学校についていけない事を心配するだけでな
く、そうなった時にＹ君の母親自身が手伝うことが
できないことも不安に感じ、それが日本の小学校へ
の就学をためらわせる原因となっていることが窺わ
れた。
Ｙ君の家で中国に帰るか話しているとＹ君が自己
主張したことがあったという。
夫婦で中国に帰るか話していると、Ｙ君が「私は
日本語の子ども、私は中国の子どもではないです」
と中国語と日本語混じりで言った。（2015年10月29
日：筆者の面談時のメモ）
このようなＹ君の強い自己主張により日本で生活
を続けた方がよいのではないかと迷っているよう
だった。一方で、Ｙ君の母親はＹ君の成長も感じて
いた。
Ｙ君の母親：２学期は成長していると感じる。小学
校に行こうねと言うと、「ずーっと幼稚園にいた
い」と言う。ますます幼稚園が好きになってい
る。まだ決めていないが、中国語のピンインを学
習する時期になっているので、今帰らないと間に
合わないのではないかと思う。もし、中国に帰る
としたら12月だが、卒業証書がもらえるか。本
当は３月まで通わせたいが。
筆者：お母さんがピンインを教えることはできない
ですか？
Ｙ君の母親：教えることはできると思うが、今の
ゆっくりのＹ君を見ていると、先生が教えるのと
違うと心配。中国では９月から「学前班」という
のがあり、すでにアルファベットの３分の１まで
進んでいる。卒園後の４月から学前班に通うこと
は可能だが、中国の小学校入学までの半年でピン
インの学習が間に合うのか不安。
副園長：Ｙ君が日本の小学校に適応できれば日本で
生活したいですか？
Ｙ君の母親：Ｙ君の祖母が年を取ったので、帰りた
いとい気持ちがある。呼び寄せられればそうした
いが、ビザの問題もある。おばあちゃんも言葉が
できないし心配。最初は、ずっとＹ君と日本にい
たと思って塾にも通った。おばあちゃんのことも
あるし、Ｙ君のこともあるし、総合的に帰った方
が良いかなぁと。Ｙ君のことをきっかけに考える
ようになり、今のところはそう考えている。12
月に帰って、１月２月は休園し、３月の卒園式に
参加できるか？（中略）
Ｙ君の母親：悩みを全部話せた。安心した。中国の 
家族も幼稚園に感謝している。（2015年10月29
日：筆者の面談時のメモ）
「学前班」とは、自治体国際化協会のＨＰによる
と、幼稚園以外の就学前教育を施す場として、幼稚
園の不足を補うため、小学校に付属して設置された
１年制の幼児学級のことだという。また、ピンイン
とは、中国語の音韻をアルファベットで表記したも
のである。Ｙ君の母親は、すでに中国に帰国するこ
とを前提に、学前班について調べており、そこでの
学習の進み具合まで把握していた。また、12月には
中国に帰国し、幼稚園は休園するが、３月の卒園式
には出席したいという希望を持っていた。
そこで、副園長から、休園の手続きをし、卒園式
の前に戻ってくれば卒園式への参加は可能であるこ
とが伝えられた。また、Ｙ君は就学検診を日本で受
け、12月に帰国することなどが確認された。Ｙ君の
母親の話をゆっくりと聞いたこと、Ａさんによる通
訳をはさんでの面談であったため、１時間半以上の
面談となった。しかし、Ｙ君の母親が最後に述べた
ように「悩みを全部話せた」面談となった。
林先生によると、Ｙ君は11月24日から休園し中国
に帰国して、現在は中国で近所の幼稚園に通ってい
るという。
Ⅳ　考察
本研究は、Ｕ幼稚園における通訳による外国人幼
児への支援に関する実践研究を通して、初期の受け
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入れ段階における支援と、小学校に向けての就学支
援に焦点を当てて事例を見てきた。ここでは、初期
の受け入れ段階の支援を保護者の気持ちに添った就
学支援について考察する。
１．初期の受け入れ段階の支援
外国人幼児の幼稚園入園時の初期の受け入れ段階
の支援として、通訳Ａさんにより、「ゆっくりと会
話のやりとりをする」「家庭と幼稚園を繋ぐ」「文化
的背景を伝える」という支援が行われていた。
「ゆっくりと会話のやりとりをする」という支援
とは、くつの並べ方やうわばきを使って教室に入る
ことなど、幼稚園のルールをＫちゃんがわかるよう
に、また、Ｋちゃんの疑問や質問に答えながら説明
することである。このような「ゆっくりと会話のや
りとりをする」という支援は、Ｋちゃんが幼稚園の
ルールを理解するのを助けるだけでなく、自分の疑
問に答えてくれる人がいる、質問できる人がいると
いう安心感につながったと思われる。
昨年の研究から、外国人幼児が幼稚園で「心の拠
り所」を形成することの重要性と、日本語の習得と
の関わりを指摘した（相磯，2015）。Ｋちゃんが肌
身離さず持ち歩いていた鞄は、Ｋちゃんにとって
の「心の拠り所」であり、通訳ＡさんがＫちゃんと
ゆっくり会話のやりとりをし、また、担任の佐藤先
生とＫちゃんの間の関係ができ、両者が「心の拠り
所」になったことにより、鞄を持ち歩かなくなった
と考えられる。
「家庭と幼稚園を繋ぐ」支援としては、鞄を手放
さないＫちゃんの心情を保護者に尋ねたり、朝の送
りの時に母親とＫちゃんが喧嘩していたことを担任
の佐藤先生に伝えたりすることにより、通訳Ａさん
は家庭と幼稚園を繋いでいた。このことは、幼稚園
入園間もないＫちゃんの気持ちを佐藤先生が理解す
ることに繋がるだけでなく、Ｋちゃんの保護者に
とっても幼稚園に気持ちを伝えることができ、安心
感を与えたと思われる。
「文化的背景を伝える」支援では、Ｋちゃんのト
イレでの行動を理解するのを助け、援助方法を改め
て考え直す契機になっていた。このことから、「文
化的背景を伝える」支援は、Ｋちゃんと幼稚園の生
活を調整することにつながったと考えられる。
次いで、フィリピン出身のＩ君とＥ君を年少クラ
スで担任することになった高橋先生に対して、筆者
が相談にのったことは、対象幼児に対して幼稚園で
は日本語で話し、家庭では母語で話してもらう、と
いった援助方針を決める参考になったと考えられ
る。また、高橋先生の研修でのコメントから、外国
人幼児を安心して受け入れる体制づくりにつながっ
たと思われる。このような、対象幼児や保護者への
直接的な支援だけでなく、担任の先生に対する支援
も、外国人幼児の初期の受け入れ段階では重要な支
援と言えよう。
２．保護者の気持ちに添った就学支援
年長の中国出身のＹ君の事例からは、Ｙ君の就学
に対する保護者の複雑な心情が浮かび上がる。年少
クラスからＵ幼稚園に通いながら、日本語習得は
ゆっくりであり、日本語でも中国語でも自分の思い
をなかなか言葉に表せず、画用紙を口にしたり、粘
土を洗ったりすることで友だちの気を引こうとする
Ｙ君。そのようなＹ君の姿を見て、日本の小学校に
進んでよいのか迷うＹ君の母親。日本の小学校に入
学してもＹ君の母親が学習を見てあげることができ
ないことにも悩んでいた。７月から10月にかけて、
幼稚園でＹ君が見せた不安定な行動の背景には、こ
のようなＹ君の母親の就学に対する不安があった可
能性もある。
中華学校を受験し不合格になると、中国に帰国し
ようとする保護者に対して、ゆっくりとＹ君の母親
の気持ちを確認していった保護者面談は、保護者の
気持ちに添った就学支援であったと思われる。例え
ば、Ｕ幼稚園を卒園したい、中国の就学前教育であ
る「学前班」にも参加したいというＹ君の母親の希
望に添って、Ｕ幼稚園は、休園しながら「学前班」
に参加できるようにし、３月に再度日本に戻ること
で卒園式にも出席できるような手続きを取っている。
このことから、必ずしも日本の小学校に無事に就
学させることだけが、外国人幼児の就学支援なので
はなく、保護者の異文化での子育ての悩みに寄り添
いながら、一緒に就学支援を考えることが保護者の
気持ちに添った就学支援につながると考えられる。
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